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 【
は
じ
め
に
】 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
入
生

私
は
２
０
２
０
年
の
春
、
国
際
経
営
学
部
国

際
経
営
学
科
の
第
2
期
生
と
し
て
中
央
大
学
に
入

学
し
ま
し
た
。
受
験
を
終
え
、
さ
あ
こ
れ
か
ら
大

学
生
活
だ
、
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
。
入
学
式
の
延
期
、
国

際
交
流
関
連
事
業
の
中
止
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
延
期
、
短
期
留
学
の
延
期
（
オ

ン
ラ
イ
ン
化
決
定
）
と
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
予

定
が
瞬
く
間
に
遠
の
い
て
い
き
ま
し
た
。
春
学
期

は
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
と
な
り
、
キ
ャ
ン
パ
ス

に
足
を
運
ぶ
こ
と
す
ら
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
先

行
き
の
見
え
な
い
状
況
が
続
く
中
で
自
分
が
今
す

べ
き
こ
と
・
で
き
る
こ
と
は
何
か
、
日
々
考
え
な

が
ら
大
学
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

 

設
立
３
年
目
の
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｃ 

（
国
際
経
営
学
部
）
で
学
ぶ

国
際
経
営
学
部
で
は
授
業
の
７
割
以
上
が
英

語
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
高
校
で
は
英
語
を
「
学

ぶ
」
プ
ロ
セ
ス
が
重
視
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
の

に
対
し
、
国
際
経
営
学
部
で
は
日
々
英
語
を
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ツ
ー
ル
と
し
て
「
使
う
」

環
境
の
整
備
が
重
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
自

分
の
ア
イ
デ
ア
を
外
国
語
で
伝
え
る
訓
練
を
積
む

こ
と
は
非
常
に
役
立
つ
ス
キ
ル
で
あ
る
と
感
じ
ま

す
。一
方
的
に
伝
え
る
だ
け
で
な
く
、そ
の
ト
ピ
ッ

ク
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
、
質
問
に

答
え
、
先
生
か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
い
た
だ
き

改
善
す
る
と
い
う
過
程
は
、
ま
さ
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
鍛
え
ら
れ
る
場
で
あ
り
、
授

業
は
海
外
の
Ｍ
Ｂ
Ａ
の
よ
う
に
実
践
的
で
す
。

必
修
科
目
で
あ
る
情
報
統
計
と
い
う
分
野
で

は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ソ
フ
ト
の
Ｒ
言
語
や

Python

を
駆
使
し
情
報
解
析
を
行
い
ま
す
。
数

学
が
苦
手
で
文
系
で
あ
る
自
分
が
ま
さ
か
大
学
で

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ソ
フ
ト
を
使
う
と
は
想
像
も
し

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ト
リ
ッ
キ
ー
な
側
面
が
あ
る

分
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味

で
、
今
ま
で
気
付
か
な
か
っ
た
自
分
の
可
能
性
を

広
げ
る
こ
と
の
で
き
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
先
生
方

が
そ
ろ
っ
て
い
る
の
が
国
際
経
営
学
部
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

企
業
訪
問
で
キ
ャ
リ
ア
へ
の 

イ
メ
ー
ジ
を
つ
か
む

企
業
訪
問
は
国
際
経
営
学
部
の
目
玉
事
業
と

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。私
は
１
年
次
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ（
対

面
）、
経
団
連
（
対
面
）、
経
済
産
業
省
（
オ
ン
ラ

イ
ン
）、
Ａ
Ｇ
Ｓ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
オ
ン
ラ

イ
ン
）
の
４
社
を
訪
問
し
ま
し
た
。
１
年
次
か
ら

キ
ャ
リ
ア
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
、
か

つ
実
際
に
訪
問
す
る
こ
と
の
で
き
る
機
会
が
用
意

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
国
際
経
営
学
部
な
ら
で
は
の

魅
力
で
す
。
経
団
連
訪
問
で
は
大
手
町
に
あ
る
経

団
連
会
館
を
訪
れ
、
新
成
長
戦
略
を
ベ
ー
ス
と
し

てSociety 5.0
の
在
り
方
や
Ｄ
Ｘ
促
進
の
取
り

組
み
な
ど
に
つ
い
て
幅
広
く
お
話
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

企
業
訪
問
以
外
の
普
段
の
授
業
で
も
、
実
務

家
に
よ
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
講
義
を
受
け
る
機
会
が

国
際
経
営
学
部
に
は
数
多
く
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
学
生
を
モ
チ
ベ
イ
ト
し
、
実
社
会
と
の

距
離
を
近
づ
け
る
工
夫
を
凝
ら
し
て
く
だ
さ
る
先

生
方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

度
か
ら
は
２
・
３
年
生
有
志
が
企
業
訪
問
を
企
画

運
営
す
る
Ｃ
Ｖ
Ｓ
（C

om
p

an
y V

isit 

国
際
経
営
学
部
国
際
経
営
学
科
２
年

私
立
明
治
学
院
東
村
山
高
等
学
校
（
東
京
都
）

三み
ま
つ松	

莉り

お緒	

常
に
挑
戦
・
前
進
す
る 

Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｃ
生
！

訪問時積極的に発言する筆者
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Supporters

）
と
い
う
組
織
で
リ
ー
ダ
ー
を

務
め
る
チ
ャ
ン
ス
を
い
た
だ
き
、
新
入
生
の
企
業

訪
問
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
の
で
２
０
２
１ 

Ｃ
Ｖ
Ｓ

の
活
動
を
通
じ
て
、
組
織
と
し
て
、
ま
た
個
人
と

し
て
さ
ら
な
る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
構
想
し
て
い
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
に
挑
戦

２
０
２
０
年
夏
に
予
定
し
て
い
た
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
立
大
学
ス
タ
ッ
テ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
校
へ
の
短

期
留
学
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
２
０
２
１
年
の
春
休
み
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
実

施
と
な
り
ま
し
た
。
現
地
の
留

学
生
と
混
合
の
ク
ラ
ス
に
入
り
、

T
O

F
E

L  IT
P

対
策
や

conversation

の
授
業
を

Zoom

に
て
約
３
週
間
受
講
し

ま
し
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
い

う
土
地
柄
、
中
南
米
諸
国
（
ブ

ラ
ジ
ル・ペ
ル
ー・コ
ロ
ン
ビ
ア・

プ
エ
ル
ト
リ
コ
・
エ
ク
ア
ド
ル
）

か
ら
の
参
加
者
が
多
く
、
ク
ラ

ス
メ
イ
ト
で
あ
る
彼
ら
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
た

こ
と
は
貴
重
な
思
い
出
で
す
。

ま
た
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し

て
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
日
本
領
事
館
に
お
勤
め

の
中
央
大
学
Ｏ
Ｂ
や
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

と
し
て
活
躍
す
る
日
本
人
、
エ

ン
パ
イ
ア
ス
テ
ー
ト
ビ
ル
に
オ

フ
ィ
ス
を
構
え
るL

inkedIn

の
セ
ー
ル
ス
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
講
義
を
受
け
る
機
会
も
用
意
さ

れ
て
お
り
、
非
常
に
充
実
し
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

し
た
。
最
終
日
に
は
短
期
留
学
の
成
果
と
し
て

T
O

F
E

L IT
P

を
受
け
ま
し
た
。
特
に
リ
ス
ニ
ン

グ
や
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
分
野
で
好
成
績
を
残
す
こ

と
が
で
き
、
短
期
留
学
の
効
果
を
実
感
し
ま
し
た
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
学

び
を
止
め
な
い
と
い
う
方
針
の
も
と
充
実
し
た

大
学
生
活
を
送
る
サ
ポ
ー
ト
を
し
、
学
生
の
精

神
衛
生
を
保
つ
環
境
を
整
え
て
く
だ
さ
っ
て
い

る
父
母
連
絡
会
の
皆
さ
ま
、
先
生
方
、
職
員
の

方
々
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

国際経営学部助教　倉
く ら た

田	紀
の り こ

子

多摩キャンパスは森の中にあり、駅に最も近い校舎が
「FOREST GATEWAY CHUO」です。2021 年４月から利
用が始まったこの新校舎には、色とりどりの切り株のよう
な椅子が置かれ、Webex に対応した可動式の大画面が設
置されています。遊び心がある設備と最先端の機器とを備
えており、学生からは「オシャレ！」との声が挙がってい
ます。

国際経営学部の授業では、主にこの校舎が使用されて
います。コロナ禍にあっても気持ちが和らぐ環境で、教員
と学生がデジタルやリアルでのコミュニケーションを図っ
ています。

今年度夏季の短期留学 「Global StudiesⅠ」 は、新型コロ
ナウィルスの影響によりオンライン授業となりました。海
外の生活様式を体験することはできませんが、オンライ

ン授業ではネイティブスピーカー教員による講義だけでな
く、現地の企業で働く方による講演等、ビジネスに触れる
機会が設けられました。たとえば、シリコンバレーに近接
するカリフォルニア州立大学イーストベイ校のプログラム
では、世界的な IT 企業（2020 年度は Google）の社員に
よる講演と質問会が予定されています。このようなビジネ
スの現場を知る授業は本学部特有のもので、プログラム実
施校への特別な依頼により実現されています。オンライン
授業で音声が滑らかではないこともあるので、通じ合おう
とする熱意がこれまで以上に培われるようです。

アメリカではアジア人に対するヘイトクライムも発生し
ていますが、新型コロナウィルスが収束することにより多
様性を認め合うカラフルな文化に対する寛容さが戻り、リ
アルな短期留学が可能になると信じています。

コロナ禍における 
学習環境の変化

大手町にある経団連会館JICA訪問事前勉強会でのグループワーク

経団連対面訪問時、中央大学のCの文字とともに！




